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地域福祉
活動推進等事業
180,679千円

保育園運営
63,037千円

トレーニング等事業
9,168千円

共同募金・歳末募金　8,383千円

施設整備等及びその他の活動支出
15,618千円

高齢者生活
支援ハウス
27,988千円

介護保険関連
144,725千円

障害者総合支援事業
18,626千円

事業収入等
4,079千円

　寄附金　3,962千円

補助金
49,687
千円

受託金
84,439
千円

介護保険
134,753千円

保育事業
76,792
千円

障害福祉
13,183千円

その他
21,547千円

施設整備等及びその他の活動収入
47,949千円 　会費　4,215千円

　老人福祉事業　27,574千円

収支差額（A－B）
-44千円

B.総支出
468,224千円

A.総収入
468,180千円

令和5年度 日田市社会福祉協議会　 事業･決算報告
　「
第
3
期
日
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
進
捗
と
成
果
を
確
認
し
つ
つ
、
本
会
組

織
の
強
化
と
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
社
協
を
目
指
し
各
事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
地
域
で
展
開
す
る
福
祉
活
動

等
に
も
根
強
く
残
さ
れ
て
お
り
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
身
近
な
地
域
で
の
支

え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
地
区
社
協
と
協
働
し
取
組

み
ま
し
た
。

（ 主な事業実績 ）
①地区社協モデル事業の取組み（助成）

事　業　名 箇所 回数
ミニデイサービス事業 138 1,076
子育てサロン事業 16 124
②配食サービス（助成）

事　業　名 グループ 配食数
配食サービス事業 19 4,786食
③生活福祉資金の貸付状況

資金の種類 件数 貸付決定総額
緊急小口資金、
教育支援費など 9件 3,941,000円

④障がい者社会参加促進事業
講　座　名 修了者数

手話養成講座 8名
手話ステップアップ養成講座 7名
点字講座（一般） 1名
⑤福祉協力校

福祉協力校数 主な活動内容
小学校 10 募金活動、野外活動、

福祉施設訪問、
地域交流活動など

中学校   9
高等学校   2

⑥成年後見制度法人後見支援事業
相談件数 124件
類型 後見5・保佐4・補助4・保佐監督人1
市民後見人養成講座2名修了
⑦生活困窮者自立促進支援事業
相談者受付数 延1,048人（新規145人）
相談件数 延2,491件
⑧介護保険事業

事　　業　　名
居宅介護支援・訪問介護・通所介護・福祉用具貸与
⑨障がい福祉サービス

事　　業　　名
居宅介護・同行援護・生活介護
⑩施設管理運営事業

事　業　名 利 用 者 数
保育園運営事業 園 児 総 数 46人
病後児保育事業 延 利 用 者  6人
生活支援ハウス 総入居者数  8人
⑪トレーニング（ウェルピア）

事　業　名 延利用者数
トレーニング 7,551人

主な支出の補足説明

地域福祉活動
法人運営、生活困窮者支援、生活支援体制、ボラ
ンティア活動、日常生活自立支援、成年後見、人材
バンク、総合相談等に要する費用

保 育 園 運 営 保育施設の運営費用
介護保険関連 介護保険サービス、地域総合相談、予防事業の費用
生活支援ハウス 前�上津江にある2施設の管理費用
障害者総合支援 障害者居宅介護、通所介護に要する費用
トレーニング ウェルピアのトレーニングに要する費用

主な収入の補足説明
会　 費 自治会を通じてお願いしている会費
寄 附 金 福祉事業に対する寄付金や香典返しの寄付金
補 助 金 市、県及び県社協からの補助金、共同募金配分金等
受 託 金 地域総合相談、福祉人材バンクなどの受託金
老人福祉 生活支援ハウスの収入
保育事業 保育施設の運営費収入
介護保険 訪問、通所、居宅支援、福祉用具貸与事業の収入
障害福祉 障害者居宅介護、通所介護の収入

一般会計収支決算状況

※9月以降にWAMNET（www.wam.go.jp）に　詳しい実績情報を公開します。

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号2



災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
!!

令
和
６
年
６
月
９
日
㈰
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練
を
日

田
市
と
共
催
で
、実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
予
報
で
し
た
が
太
陽
が
時
折
顔

を
出
す
訓
練
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
連
絡
協
議
会
の
会
員
を
中
心
に

23
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。ま
ず
、

石
川
県
能
登
半
島
地
震
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、

そ
の
後
は
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ

「
マ
ッ
チ
ン
グ
」体
験
、
災
害
が
起
き
た

際
に
使
用
す
る
資
機
材
の
実
働
体
験
を

し
ま
し
た
。

○
マ
ッ
チ
ン
グ
班
体
験

マ
ッ
チ
ン
グ
班
は
、
被
災
者
か
ら
の

様
々
な
支
援
ニ
ー
ズ（
支
援
要
請
者
）と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
を
結
び
つ
け
る

役
割
を
担
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
役
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役

に
分
か
れ
、支
援
ニ
ー
ズ
の
読
み
上
げ・

グ
ル
ー
プ
作
り
・
リ
ー
ダ
ー
決
め
な
ど

を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
手
法

を
学
び
ま
し
た
。

○
資
機
材
班
体
験

資
機
材
班
で
は
、
発
電
機
や
高
圧
洗

浄
機
等
の
設
置
方
法
か
ら
実
際
の
起
動

ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
な
声
の

上
が
っ
た
の
が「
ド
ロ
ー
ン
操
縦
」で
し

た
。カ

メ
ラ
付
き
ド
ロ
ー
ン
を
自
ら
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
飛
ば
し
て
も
ら
い
、
操

作
し
た
り
、
カ
メ
ラ
に
写
る
映
像
を
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
最
新
機
材
が
活
動
に
お
い

て
有
意
義
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
、
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は「
こ
れ
は
操
作
が
難
し
い

…
」と
実
際
に
操
縦
の
難
し
さ
を
感
じ

た
よ
う
で
し
た
。

私
た
ち
が
住
む
日
田
市
で
は
、
毎
年

の
よ
う
に
大
雨
や
台
風
の
影
響
で
水

害
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

先
日
の
大
雨
の
影
響
で
も
国
道
３

８
６
号
線
に
あ
る
橋
脚
が
傾
き
、
通
行

止
め
と
な
る
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
福ふ
く

祉し

の
ま

ち
づ
く
り
」を
理
念
に
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。

そ
れ
は
、
特
定
の
だ
れ
か
で
は
な
く

「
み
ん
な
が
幸
せ
」に
な
れ
る
よ
う
に
取

り
組
む
活
動
や
、仕
組
み
を
い
い
ま
す
。

「
災
害
」が
起
こ
る
と
、
そ
の
ふ
だ
ん

の
く
ら
し
が
で
き
な
く
な
る
…

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
日
頃
か
ら
地
域
の

人
々
や
行
政
、
福
祉
関
係
機
関
、
協
力

団
体
な
ど
と
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
を

築
い
て
い
る「
社
協
」が
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

と
理
解
、
信
頼
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
も
訓
練
を
行
っ
て
い
き
意
識

向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ

講義では能登地震での活動を説明

素早くグループ名簿を記入する参加者

ドローンだけでなく、様々な機材を体験

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号 3

地域福祉
活動推進等事業
180,679千円

保育園運営
63,037千円

トレーニング等事業
9,168千円

共同募金・歳末募金　8,383千円

施設整備等及びその他の活動支出
15,618千円

高齢者生活
支援ハウス
27,988千円

介護保険関連
144,725千円

障害者総合支援事業
18,626千円

事業収入等
4,079千円

　寄附金　3,962千円

補助金
49,687
千円

受託金
84,439
千円

介護保険
134,753千円

保育事業
76,792
千円

障害福祉
13,183千円

その他
21,547千円

施設整備等及びその他の活動収入
47,949千円 　会費　4,215千円

　老人福祉事業　27,574千円

収支差額（A－B）
-44千円

B.総支出
468,224千円

A.総収入
468,180千円

令和5年度 日田市社会福祉協議会　 事業･決算報告
　「
第
3
期
日
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
進
捗
と
成
果
を
確
認
し
つ
つ
、
本
会
組

織
の
強
化
と
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
社
協
を
目
指
し
各
事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
、
長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
地
域
で
展
開
す
る
福
祉
活
動

等
に
も
根
強
く
残
さ
れ
て
お
り
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
身
近
な
地
域
で
の
支

え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
地
区
社
協
と
協
働
し
取
組

み
ま
し
た
。

（ 主な事業実績 ）
①地区社協モデル事業の取組み（助成）

事　業　名 箇所 回数
ミニデイサービス事業 138 1,076
子育てサロン事業 16 124
②配食サービス（助成）

事　業　名 グループ 配食数
配食サービス事業 19 4,786食
③生活福祉資金の貸付状況

資金の種類 件数 貸付決定総額
緊急小口資金、
教育支援費など 9件 3,941,000円

④障がい者社会参加促進事業
講　座　名 修了者数

手話養成講座 8名
手話ステップアップ養成講座 7名
点字講座（一般） 1名
⑤福祉協力校

福祉協力校数 主な活動内容
小学校 10 募金活動、野外活動、

福祉施設訪問、
地域交流活動など

中学校   9
高等学校   2

⑥成年後見制度法人後見支援事業
相談件数 124件
類型 後見5・保佐4・補助4・保佐監督人1
市民後見人養成講座2名修了
⑦生活困窮者自立促進支援事業
相談者受付数 延1,048人（新規145人）
相談件数 延2,491件
⑧介護保険事業

事　　業　　名
居宅介護支援・訪問介護・通所介護・福祉用具貸与
⑨障がい福祉サービス

事　　業　　名
居宅介護・同行援護・生活介護
⑩施設管理運営事業

事　業　名 利 用 者 数
保育園運営事業 園 児 総 数 46人
病後児保育事業 延 利 用 者  6人
生活支援ハウス 総入居者数  8人
⑪トレーニング（ウェルピア）

事　業　名 延利用者数
トレーニング 7,551人

主な支出の補足説明

地域福祉活動
法人運営、生活困窮者支援、生活支援体制、ボラ
ンティア活動、日常生活自立支援、成年後見、人材
バンク、総合相談等に要する費用

保 育 園 運 営 保育施設の運営費用
介護保険関連 介護保険サービス、地域総合相談、予防事業の費用
生活支援ハウス 前�上津江にある2施設の管理費用
障害者総合支援 障害者居宅介護、通所介護に要する費用
トレーニング ウェルピアのトレーニングに要する費用

主な収入の補足説明
会　 費 自治会を通じてお願いしている会費
寄 附 金 福祉事業に対する寄付金や香典返しの寄付金
補 助 金 市、県及び県社協からの補助金、共同募金配分金等
受 託 金 地域総合相談、福祉人材バンクなどの受託金
老人福祉 生活支援ハウスの収入
保育事業 保育施設の運営費収入
介護保険 訪問、通所、居宅支援、福祉用具貸与事業の収入
障害福祉 障害者居宅介護、通所介護の収入

一般会計収支決算状況

※9月以降にWAMNET（www.wam.go.jp）に　詳しい実績情報を公開します。

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号2



皆 様 の お 住 ま い の
地 域 祉 活 動 を 支 ま福 え す

①ミニデイサービス
地域の高齢者の方を対象に交流の場とし
て小学校区や自治会・集会所単位で行われ
ています。
ゲームや健康体操を通じて、介護予防や
社会参加できる場として開催しています。

③一人暮らし高齢者会食交流会
参加者の孤立の解消や仲間づく
りを目的に実施しています。 ④子育てサロン

未就園児と保護
者を対象に、子育
てについての問題
や情報交換・共有
する場として開催
しています。

⑤見守りネットワーク
地域の中では、見守りが必要な方が安心
して生活できるように関係者と協力して
声掛けなどを行います。見守り活動は、地
域のつながりづくり、早く異変に気付き必
要な支援につなげることができます。

②配食サービス
一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯
を対象に見守りや食生活の改善を目的に
心のこもったお弁当と手紙を届けていま
す。

役員の皆さんでお弁当作り
お弁当と笑顔を
お届けします

地区社協がお願いしています、特別会費・法人会費・特別協賛会費は、寄付をした地区の社
会福祉協議会地域福祉活動に全額を活用させていただいています。
日田市においても少子高齢化等が進み、地域の困りごとの解決のため、住民がお互いに支え

合う取り組みは、ますます重要性を増しています。
日田市では、だれもがいきいきと安心して暮らせるまちづくりを目指して20地区社協で地

域の実情に応じた活動を行っています。
皆様方のご厚志により住まいの地域の福祉活動を支えています。ご協力よろしくお願いします。

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号4



令
和
６
年
度
　
福
祉
委
員
研
修
会 

①活動を生活のリズムの中に取り入れましょう
②難しい問題は、ひとりで抱え込んだり、判断・行動しない
ようにしましょう
③相手の気持ちになって行動しましょう
④活動の中で知った秘密や約束したことは、きちんと守りま
しょう
⑤民生委員児童委員との連携に努めましょう
⑥福祉の情報や制度に関心をもちましょう

あ
な
た
が
主
役
の
地
域
支
え
合
い
活
動

日
田
市
内
５
６
６
名
の
福
祉
委
員
を

は
じ
め
自
治
会
長
や
民
生
委
員
、
地
区

社
協
役
員
を
対
象
に
、
パ
ト
リ
ア
日
田

大
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
し
た
。

○
進
む
人
口
減
少
と
高
齢
化

研
修
で
は
、
本
会
の
椋
野
美
智
子
会

長
が
登
壇
し
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
社
会
で
、
こ
の
ま

ま
地
域
に
住
み
続
け
る
た
め
に
は
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
を
説
き
、
そ
の
う
え
で
、
地
域
で

生
活
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
要
素
で

あ
る「
移
動
」の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て

講
義
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

福
祉
委
員
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
あ

判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者の権利を擁護する成年
後見人等の活動に必要な知識を習得し、権利擁護、地域福祉の担い手となる「市民後見人」
として活動できる人材の養成を目的に開催します。

第7期 市民後見人養成講座 受講生募集

●期　　日　令和6年　8月31日～ 11月23日のうち7日間
　　　　　　令和7年　1月25日～   2月22日のうち3日間
●募集人数　15名（受講条件があります）
●内　　容　認知症や知的障がい・精神障がいの理解、社会福祉に関する制度等について
　　　　　　成年後見制度について、成年後見人等の業務内容についてなど
●受付期間　令和6年8月23日まで
●申し込み　電話またはFAX（定員になり次第締め切ります）
●連 絡 先　TEL：0973-24-7026　FAX：0973-24-3452

❶市内在住の25歳以上70歳未満の方
❷成年後見制度及び
　福祉活動に熱意のある方
❸すべての科目を受講できる方

受講条件

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
支
え
合

い
活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。

○
支
え
合
う
仕
組
み
作
り
に
参
加
を
！

今
年
、日
田
市
で
は「
高
齢
者
等
移
動

支
援
体
制
」の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い

て
、こ
の
実
現
に
は「
支
え
手
」「
支
え
ら

れ
る
側
」と
い
っ
た
枠
組
み
を
取
り
払

っ
た
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

椋野会長の講義

福祉委員活動にあたり、活動での注意点を今一度、
確認いただきますようお願いします。

福祉委員の心構え　－６ヶ条－
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皆 様 の お 住 ま い の
地 域 祉 活 動 を 支 ま福 え す

①ミニデイサービス
地域の高齢者の方を対象に交流の場とし
て小学校区や自治会・集会所単位で行われ
ています。
ゲームや健康体操を通じて、介護予防や
社会参加できる場として開催しています。

③一人暮らし高齢者会食交流会
参加者の孤立の解消や仲間づく
りを目的に実施しています。 ④子育てサロン

未就園児と保護
者を対象に、子育
てについての問題
や情報交換・共有
する場として開催
しています。

⑤見守りネットワーク
地域の中では、見守りが必要な方が安心
して生活できるように関係者と協力して
声掛けなどを行います。見守り活動は、地
域のつながりづくり、早く異変に気付き必
要な支援につなげることができます。

②配食サービス
一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯
を対象に見守りや食生活の改善を目的に
心のこもったお弁当と手紙を届けていま
す。

役員の皆さんでお弁当作り
お弁当と笑顔を
お届けします

地区社協がお願いしています、特別会費・法人会費・特別協賛会費は、寄付をした地区の社
会福祉協議会地域福祉活動に全額を活用させていただいています。
日田市においても少子高齢化等が進み、地域の困りごとの解決のため、住民がお互いに支え

合う取り組みは、ますます重要性を増しています。
日田市では、だれもがいきいきと安心して暮らせるまちづくりを目指して20地区社協で地

域の実情に応じた活動を行っています。
皆様方のご厚志により住まいの地域の福祉活動を支えています。ご協力よろしくお願いします。

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号4
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パトリア日田

三本松

本庄町

中央1丁目
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中央1丁目

問い合わせ先：日田市社会福祉協議会　地域福祉係　☎ 2 4 − 7 0 2 6

高齢者無料職業紹介  求職者募集!

　高齢者の皆さんが経験や体力に応じた仕事をすること
で、生きがいを高め、健康で明るい生活を送っていただ
くよう、職業紹介を行っています。
　主に5～8月・11月頃に求人があります。年に数回、
単発での仕事となります。お気軽にご相談ください。

高齢者無料職業紹介

赤い羽根自販機って何？

高齢者の方（60歳以上）で仕事をお探しの方に、無料で職業紹介
を行っています。

高齢者の方で仕事をお探しの方
（特に草刈・剪定ができる方募集）
働く人をお求めの方

（例：草刈り・庭木の剪定・軽作業 等）
お気軽にご相談ください。

　地区の募金活動やお店での募金箱以外にも、様々な方法で募金
活動がされています。
　その一つに赤い羽根自販機があります。
　日田市内５カ所に赤い羽根自販機を設置しています。設置にご
興味がある法人・企業の方はぜひ社協までご相談ください。

市内の設置場所
総合保健福祉センター

（ウェルピア）／陸上競
技場／葬斎場／大山文
化センター／ひた福祉
就労センター

　商品を買うことで、その売上の一部が募金になりますので、気
軽に募金ができる仕組みです。

★日田市で集まった募金は、高齢者の配食サービスなどの福祉活
動に使われたり、災害支援や地域の見守りなど支援する人をサ
ポートする資金として活用されています。

【お問合せ】日田市共同募金委員会　☎ 2 4 − 7 0 2 6

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号 7
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編集発行／社会福祉法人 日田市社会福祉協議会　TEL 24−7026

環
境
に
や
さ
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

弁護士による無料相談事業
日　程 時　間 場　　　所

  9/  4㈬
（受付8/26㈪ 8：30～）

13：00～17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

10/  2㈬
（受付9/24㈫ 8：30～）

13：00～17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

ひた生活支援相談センター巡回相談会
日　程 時　間 場　　　所

8/  8㈭ 9：30～11：30 天瀬公民館東渓分館

8/19㈪ 9：30～11：30 中津江支所

8/19㈪ 13：00～15：00 上津江支所

8/20㈫ 9：30～11：30 大山総合福祉センター

8/22㈭ 9：30～11：30 前津江支所

9/12㈭ 9：30～11：30 小野公民館

9/13㈮ 9：30～11：30 五和公民館

9/18㈬ 9：30～11：30 大鶴公民館

9/19㈭ 9：30～11：30 夜明公民館

9/20㈮ 9：30～11：30 東有田公民館

▼香典﨤し （令和6年5月16日～ 7月15日 ）
日田本所受付分
●３万円　島津　惠造　亡父 永江芳雄 （上野）
●３万円　長谷部　和美　亡夫 陽一 （石井１）
● 10万円　松岡　英亮　亡父 恵 （城町１）
●２万円　菅田　桂子　亡夫 敏幸 （諸留）
●１万円　林　　　　　亡母 睦子 （若宮）
●７万円　長野　小百合　亡母 佐藤貴美代 （丸山２）
●３万円　江田　千鶴子　亡夫 宏 （三本松１）
● 10万円　江藤　世紀男　亡母 文香 （大鶴本）
●　－　　宮﨑　和子　亡夫 貢 （淡窓２）
●５万円　樋口　恒成　亡母 英子 （石井２）

天瀬支所受付分
●　－　　小野　将明　亡母 ヌイ （塚田）
●３万円　矢幡　淳一　亡父 貞四郎 （湯山）
●３万円　矢幡　孝典　亡母 キヨ子 （合田）
●５万円　穴井　武彦　亡母 芳子 （馬原）

▼一般寄付等
●　　－　 一市民
●803,042円 日本労働組合総連合会大分県連合会
 災害対策準備資金積立へ （大分市）
●車イス２台 TDK労働組合　三隈川支部　　
 社会福祉事業へ 
●　　－　 一市民
●14,351円 三河町フリーマーケット　　
 災害対策準備資金積立へ 

▼共同募金（能登半島地震災害義援金）
●2,320円 NSG三隈川クルーズ一行

▼共同募金
●5,880円 ひた福祉就労センター
 社会福祉事業へ 

生活にお困りの方
お気軽にご相談
ください

一緒にお悩みごとに
ついて考えます

ひた生活支援相談センター
相談用LINEアカウントが
できました！

↑QRコードから友達登録をお願いします。
対応時間　平日9：00～16：00

※返答が遅くなることがあります。ご了承ください。

※秘密は厳守します。

無料障害年金相談
日　程 時　間 場　　　所

10/31㈭ 13：30～16：00 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

令和6年8月1日　社協だより ひた　第116号8

寄付寄付ののお礼お礼
敬称略

　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。

寄付寄付ののお礼お礼

掲　　示　　板


